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Amateur Radio as an Educational Tool for Disaster Risk Reduction 
 

Ismail ARAI, Izumi MATSUNO, Yuichi NAKAI 
 
 
      Cellular phone networks often have network congestions when disaster occurs. Despite of it, amateur radio has less 
possibility of such congestions because it requires an operator to have a license and it forms a peer-to-peer network 
(doesn’t need a wireless station.) Thus, we propose to utilize amateur radio technology as an educational tool for disaster 
risk reduction. This paper describes some results (e.g. 27 students passed the exam for 3rd grade amateur radio license, 
established an amateur radio club, etc.) worth sharing with KOSEN professors. 
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 災害時に干渉なく通信する方法として、免許が必

要な無線帯域、すなわち利用人口が少ない帯域の利

用が考えられる。そこで、比較的容易に取得できる

アマチュア無線技士国家資格に着目した。明石高専

では平成 24 年度に文部科学省の大学間連携共同教
育推進事業にて「近畿地区 7高専連携による防災技

能を有した技術者教育の構築」が採択され、「防災リ

テラシー」という科目を 1年生向けに新設し、防災
リーダの育成を図っている。その一環として災害時

緊急通信ができるアマチュア無線技士の育成を本校

教員および明石高専OBによる指導で試みた。 
	
 平成 25 年度に災害時緊急無線についての基本的
な理解および第三級アマチュア無線技士（以下、第

n級アマチュア無線技士を nアマと表現する）の受
験対策講習を 2回開催し、29名の学生・教員（受験
者全員）が合格した。その後、オールバンド（3.5〜
1200MHz）の無線機を購入、クラブ局を開設、JARL
登録クラブ局登録、徳島大学地域防災無線研究会と

の交流、国際コンテストへの参加、同好会の設立等

の成果を得た。今後の近畿地区 7高専および全国高
専への展開を望むにあたって、本校での取組みを共

有することを目的として本論文にこれまでの活動状

況を纏める。 
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2. アマチュア無線の現状 
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3. 災害時緊急無線講習会の開催 
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図図  11．．新新規規従従事事者者・・無無線線局局のの推推移移 



  

 

表表  11．．災災害害時時緊緊急急無無線線講講習習のの内内容容  

表表  22．．講講習習後後ののアアンンケケーートト結結果果  
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4. 無線環境の整備 

 
l 固定機 Icom IC-9100M 1台、 

オールバンド（3.5〜1200MHz）対応、 
出力 50W（1200MHzは 10W） 

l ハンディ機 Icom ID-51 4台、 
144/430MHz対応、出力 5W 
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図図  22．．災災害害時時緊緊急急無無線線講講習習のの様様子子  
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5. 無線工学研究会の設立および現状 
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6. おわりに 
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 注記	
 

注1)	
 ア マ チ ュ ア 無 線 と 非 常 通 信 ：

https://www.jarl.org/Japanese/2_Joho/2-4_Hijou/ 

（2014/10/30確認） 

注2)	
 徳島大学地域防災無線研究会（ JR5YAU）： 

http://www.tokushima-u.ac.jp/cr/musen/ (2014/5/3確認) 

図図  33．．設設置置ししたた GGPP アアンンテテナナ  


